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お詫び

本研究は、日本原子力研究開発機構・大洗
研究開発センターにて平成２５年度より継続
して実施しております。

今年度につきましては、大洗研究開発セン
ター内の他部署にて相次いで発生した事故
の影響により、残念ながら現時点で当初の
研究内容を実施できておりません。
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Outline
• 研究内容

＊ レーザー共鳴イオン化 を用いた Xe中Kr測定

＊ レーザー誘起発光分光 を用いた水中Gd3+発光分析

• 事故の経緯
＊ 燃料研究棟における汚染事故（6/6（火）発生）

＊ OWTFにおける重量物の落下事故（8/4（金）発生）

＊ JMTRにおける負傷事故（9/6（水）発生）

• 今後の予定
＊ 研究再開の時期

＊ 今年度の共同利用研究経費返上の可能性
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内容（１）： Xeを用いた暗黒物質探索に
おける不純物 85Kr バックグラウンドの影響

• 85Kr：核分裂で生成、~10－11

• WIMP探索に対する 85Kr BG
⇒ ~ppt Kr が σ~10－45 cm2

探索に影響

• Xe中 ~ppt level Kr濃度測定
⇒ レーザー共鳴イオン化

質量分析法（RIMS）
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波長212.6 nm ナノ秒パルスレーザー
+ TOF質量分析で84Kr+を検出

→ TOF-MS



測定セットアップ

• パルスバルブ（PSV）から、試料ガスを質量分析計に導入

• 測定系のコンタミ低減のため、PSVのO-ringを交換
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透過光出力
を記録

波長計で、212.6 nm
波長をモニター

TOF質量分析計

~10 mJ/p
at 212.6 nm

354.8 nm
（5 ns, 10 Hz）

電極

真空側

電極シール用
O-ring×2交換



Xe circulation system (XMASS)

800kg

700L
Liq. 

Storage

Condenser
360 W

gas 
pump

Calibration line
Cable line

filters

Outer vacuum

1050kg

10 m3

x 2

gas 
storage

emergency gas pump
100 L/min

4 x 180 W refrigerator
PTR developed by KEK

evaporator

Water tank

Gas phase (Dec. 9, 2010) RIMS（2015年秋）: 108.3±7.7 ppt
103.8±7.3 ppt

filters

Liq. phase (Apr. 6, 2016) 
RIMS（2016年秋）: <60-70 ppt

85Kr event: 6.9±2.9 ppt
（2016年春、XMASS）
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内容（２）： Gd2(SO4)3含有水チェレンコフ
検出器におけるGd3+発光事象

• Gd3+： 6P7/2 → 8S7/2 （312 nm）

• Nd:YAG 第4高調波（266 nm, 
~ns）励起による発光を分光器
⇒PMT検出
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266 nm

Stefan Lis et al., Journal of Alloys and 
Compounds 323-324 (2001) 125-127.



燃料研究棟における汚染事故
https://www.jaea.go.jp/02/press2017/p17092902/
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燃料研究棟における汚染事故
https://www.jaea.go.jp/02/press2017/p17092902/
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今後の予定

• 研究再開の時期
＊ 作業手順書等の所長・理事確認後、再開予定
＊ 年度末までには再開される見込み

• 今年度の共同利用研究経費返上の可能性
＊ 年度末まで残された時間を考慮し、再開に時間を

要する場合は研究経費を返上する可能性があります。

現時点では、今年度末までには再開できる
見通しとなっております。

引き続き、来年度も継続を希望しております
ので、よろしくお願いいたします。
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